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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た

皆
さ
ま
に
、お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、被
災
さ
れ
た
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
村
で
は
昨
年
新
た
に
、
南
村
長
、
小
池
副
村
長
、
須
永
教

育
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
で
も
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
、

５
人
の
議
員
が
加
わ
り
、
新
体
制
で
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
村
の

主
要
な
事
業
と
し
て
は
、
防
災
の
中
枢
を
担
う
公
民
館
と
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
備
え
た
、
新
た
な
複
合
施
設
の
建
設
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。
ま
た
、
駒
寄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
延
伸
道
路

も
着
々
と
延
び
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
教
育
・
福
祉
の
充
実
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
議
会
と
し
て
も
、
住
み
良
い
榛
東
村

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
責
務
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
が
村
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
住
み
良
い
榛
東
村
を
目
指
し
て
」

 

議
長　

生
方　

勇
二

　
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

榛
東
が
大
好
き
！



3 No.105

しんとうむら



42024.1

※給付金の申請期限は令和６年５月31日

第４回
定例会
期間

11月30日

～

12月12日

一般質問
７人登壇

議案等
14件
全て可決
Ｐ７審議結果
をご覧ください。

P８村政を伺う
をご覧ください。

全村民にクーポン券配布で
� 地域経済の活性化へ

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や

�

物
価
の
高
騰
に
対
し
て
の
支
援

補正
予算

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

令
和
５
年
度

　
一
般
会
計

�

（
第
７
号
）

1億799万7千円
増 額

　
主
な
内
容
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
や
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
歳
入

に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰

に
対
応
し
た
事
業
を
実
施
し
、
影
響
を
受
け
て
い
る
生
活
者
を
支
援

し
よ
う
と
す
る
も
の
な
ど
で
す
。

１世帯あたり７万円を給付

価格高騰緊急支援
� 給付金事業

5777万円

住民税
非課税世帯等に

補正予算の主な事業

経済活性化対策事業
１人あたり3000円分の
� クーポン券を配付

5004万円

全 村 民 に

（万円未満は切り捨て）

●年●月●日～●年
●月●日

1,000円

クーポン

●年●月●日～●年
●月●日

1,000円

クーポン

●年●月●日～●年
●月●日

1,000円

クーポン

見 本

令和６年５月31日
までに

ご利用ください
※２月中に配布予定

※写真は昨年度のものです
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令和５年　定例会

補正予算の
　　主な内容

条例
改正

補正
予算

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

令
和
５
年
度

一
般
会
計

�

（
第
６
号
）

認
定
農
業
者
等
へ
の

�

物
価
高
騰
対
策
支
援
金
な
ど

1億4344万4千円
減 額

　
主
な
内
容
は
、
複
合
施
設
事
業
の
入
札
結
果
に
よ
る

事
業
費
の
減
額
な
ど
の
ほ
か
、
注
目
の
新
規
の
事
業
と

し
て
、
認
定
農
業
者
等
に
対
し
、
原
材
料
等
の
物
価
高

騰
に
よ
る
支
援
を
村
内
者
に
10
万
円
、
村
外
者
に
５
万

円
を
補
助
さ
れ
る
も
の
な
ど
で
す
。

期
末
・
勤
勉
手
当
等
を
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員
の
期
末
手
当

の
支
給
月
数
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に
準
じ
、
議
員
、
村

長
な
ど
の
特
別
職
の
期
末
手
当
や
職
員
の
期
末
・
勤
勉

手
当
を
0.1
月
分
増
額
す
る
条
例
改
正
が
提
出
さ
れ
、
可

決
し
ま
し
た
。

社会教育費補助金
677万円

複合施設整備事業に
係る交付決定の増額

保育所等が物価高騰
対策として実施する
取り組みや経営基盤
強化事業に、事業費
の２分の１を補助

児童福祉費補助金
103万円

保育所等が物価高騰対策と
して実施する取り組みを、県
から２分の１の補助を受け、
冷蔵庫などを整備

地域子育て支援事業
202万円

認定農業者等に、原材料の物価高騰によ
る支援として村内者に10万円、村外者
に５万円を補助

榛東村認定農業者等
物価高騰対策支援金
470万円

収入 収入

支
出 支

出

支出支出

収
入

児童福祉費負担金
1721万円

対象児童の見込み人
数の確定による増額

総合グラウンドサッカー場
とテニスコートの人工芝から
発生する　マイクロプラス
チックゴミの流出を防いで
環境保全を図るために除去
フィルターを３か所設置

体育施設費
142万円

中学校で令和６年度に特別支援学
級の生徒を迎えるに当たり、バリ
アフリー工事をするもの

学校建設費
180万円

詳細はこちらを
ご覧ください。

マイクロプラスチックゴミとは…プラスチック製品から削られて排出される、大きさ５ミリ以下の
微小な粒です。
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陳情
陳情者 件名又は要旨 付託委員会 審査結果

群馬県
医療労働組合連合会

中央執行委員長
　出浦　匠人 氏

国民のいのちと健康を守るため、 医

療 ・ 介護施設への支援を拡充しすべ

てのケア労働者の賃上げや人員増を

求める陳情書

文 教 厚 生
常任委員会

継続審査

発委

　近年、ロシアによるウクライナ侵略、またイスラエルとパレスチナ（ガザ地区）の戦闘、更には、
北朝鮮による度重なるミサイルの発射など、日本を取り巻く安全保障環境は、これまでにない緊張
が高まっている。
　また、国内では、地球温暖化に伴う気候変動の影響により、自然災害の激甚化・頻発化に加え、
鳥インフルエンザや豚熱が発生するなど、国民生活に大きな打撃を与えている。
　このような状況下にあって、国民の生命・財産を守り抜くために、自衛隊の役割は重要であり必
要不可欠である。
　有事の際に国を守り抜くためには、これまで以上に防衛力の抜本的強化を着実に進める必要があ
るが、その一方で、少子高齢化の影響による人口減少により、自衛官の充足率も低下している状況
が続いており、自衛官の人員確保は喫緊の課題である。
　ついては、自衛官がその能力をいかんなく発揮することができるよう、任務や勤務環境の特殊性
を考慮した給与・手当について抜本的な見直しを行い、大幅な処遇改善の実現とともに、計画的に、
隊舎・宿舎の近代化を進めることに加え、生活・勤務用備品の整備や老朽更新など生活勤務環境の
改善を、可及的速やかに進める必要がある。
　よって、国会及び政府におかれては、国民の安全・安心の確保、更には地域と国際社会の平和と
繁栄の実現に向け、自衛官が一層、国と国民を守るという崇高な思いや使命感を胸に、勤務にあた
ることができるよう、自衛官の抜本的な処遇改善及び生活勤務環境改善について、予算の確保及び
着実な執行を強く求める。

自衛隊の抜本的な処遇改善及び生活勤務環境改善を求める意見書

　総務産業建設常任委員会から提出された意見書が全員賛成で可決され、国の
関係機関に送付することが決まりました。

第１号

駐屯地内の老朽化した施設を視察整備が求められるヘリポート
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『全員賛成で可決』

件名と主な内容

第

４

回

定

例

会

議案第75号
議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定…一般
職の職員の給与に関する法律の改正に準じ、議会議員の期末手当の支給月数の改定を
行う。

議案第76号
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定
…一般職の職員の給与に関する法律の改正に準じ、特別職の職員で常勤のものの期末
手当の支給月数の改定を行う。

議案第77号 榛東村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定…一般職の職員の給与に
関する法律の改正に準じ、村職員の給与改定等を行う。

議案第78号

榛東村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制
定…一般職の職員の給与に関する法律の改正に準じ、会計年度任用職員の給与改定及
び地方自治法の改正に伴い、会計年度任用職員に対する勤勉手当の支給に関する所要
の改正を行う。

議案第79号 榛東村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定…国民健康保険被保険者に係
る産前産後の国民健康保険税の減免に当たり、榛東村国民健康保険税条例を改正する。

議案第80号 榛東村総合農政推進資金融通措置条例の一部を改正する条例の制定…群馬県総合農政
推進資金融通措置要綱が改正されたため、所要の改正を行う。

議案第81号 令和５年度榛東村一般会計補正予算（第６号）…歳入歳出予算の総額から１億4344
万４千円を減額し、総額を88億2582万５千円とする。

議案第82号 令和５年度榛東村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）…歳入歳出予算の総額か
ら238万９千円を減額し、総額を14億513万８千円とする。

議案第83号 令和５年度榛東村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）…歳入歳出予算の総額
から70万２千円を減額し、総額を１億6627万４千円とする。

議案第84号 令和５年度榛東村介護保険特別会計補正予算（第２号）…歳入歳出予算の総額から
1855万６千円を減額し、総額を12億9452万６千円とする。

議案第85号

令和５年度榛東村上水道事業会計補正予算（第４号）…水道事業収益の収入予定額に
118万３千円を追加し、総額を３億2222万２千円とし、水道事業費用の支出予定額か
ら939万３千円を減額し、総額を２億9345万９千円とする。資本的収入の収入予定額
から1830万円を減額し、総額を２億7990万３千円とし、資本的支出の支出予定額か
ら2443万２千円を減額し、総額を４億2595万７千円とする。

議案第86号

令和５年度榛東村下水道事業会計補正予算（第３号）…下水道事業収益の収入予定額
に368万４千円を減額し、総額を４億6746万５千円とし、下水道事業費用の支出予定
額から388万４千円を減額し、総額を４億86万９千円とする。資本的収入の収入予定
額から123万２千円を減額し、総額を４億2299万９千円とし、資本的支出の支出予定
額から103万２千円を減額し、総額を４億8959万５千円とする。

議案第87号 令和５年度榛東村一般会計補正予算（第７号）…歳入歳出予算の総額から１億799
万７千円を追加し、総額を89億3382万２千円とする。

発委第１号 自衛隊の抜本的な処遇改善及び生活勤務環境改善を求める意見書の提出…国の関係機
関に意見書を提出。

第４回定例会の議案の審議結果
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村政を伺う
７人が一般質問

　定例会において議員が行政全般にわたり村長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針などに
ついて質問したり、あるいは報告・説明を求めたりすることをいいます。また、充実した効率的な議会運営を行う
ため、原則としてあらかじめ通告しておくことになっています。

一 般 質 問 と は

11月30日　開会初日

生方   勇二 議員
１  消防団員緊急出動に家族手当支給の検討を
２  職員体制も含めて働き方改革を
３  老朽化した児童館の移転の検討を
４  危険な個所を優先に防犯灯の増設を

P10

須田   仁美 議員
１  施設や公用車のさらなる有効活用を
２  個性を補い合い認め合う村づくりへ
３  犯罪被害者等への村の支援は

P13

波多野佐和子 議員
１  地域活性化は
２  コロナ期の教訓を踏まえたマニュアル作成は
３  女性活躍推進は

P11

吉澤   浩一 議員
１  異文化コミュニケーションは先進的村への第一歩
２  外国人子どもの受け入れ態勢は
３  日本語が困難な子どもの場合は
４  来年に向け団員確保の考えは

P14

早坂      通 議員
１  図書館サービスは地方公共団体の責務では
２  交通弱者対策計画に前進は

P15

齊藤   将史 議員
１  住宅ローン減税は
２  公共建築物等木材使用推進法に関して
３  新築住宅 ・ リフォームに対する補助金は
４  不法投棄と防災は

P12

小板橋   尚 議員
１  村内の道路標示の整備状況は
２  地域の安全対策
３  ふれあい館の管理状況は
４  敬老の日の祝儀は

P９

上記のＱＲコードを読み取ると
「一般質問一覧表」 のページが
開きます

紙面の都合により、質問の内容を要約してあります。
詳細は、榛東村議会のホームページに掲載します。 榛東村議会

クリック
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敬
老
の
日
の
祝
儀
は

福祉

ふ
れ
あ
い
館
の
管
理
状
況
は

福祉

地
域
の
安
全
対
策

安全

村
内
の
道
路
標
示
の

�

整
備
状
況
は

安全

八
ノ
海
道
交
差

八
ノ
海
道
交
差

点
下
の
村
道
金

点
下
の
村
道
金

古
広
馬
場
線
は
、
道
路

古
広
馬
場
線
は
、
道
路

上
の
白
い
外
側
線
・
横

上
の
白
い
外
側
線
・
横

断
歩
道
停
止
線

（
◇
ダ

断
歩
道
停
止
線

（
◇
ダ

イ
ヤ
マ
ー
ク
）
が
摩
耗

イ
ヤ
マ
ー
ク
）
が
摩
耗

に
よ
り
消
え
て
い
る
箇

に
よ
り
消
え
て
い
る
箇

所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

通
学
路
の
緑
の
ラ
イ
ン

通
学
路
の
緑
の
ラ
イ
ン

も
同
様
で
す
。
修
繕
に

も
同
様
で
す
。
修
繕
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

い
ま
す
か
。

総
務
課
長

総
務
課
長　
補

修
工
事
に
つ
い

て
は
渋
川
警
察
署
に
要

望
書
を
提
出
し
、
群
馬

県
公
安
委
員
会
が
全
県

と
り
ま
と
め
た
上
で
対

応
し
て
い
ま
す
。
外
側

線
は
村
の
単
独
事
業
で

修
繕
工
事
を
実
施
し
て

お
り
、
本
年
度
は
長
岡

地
区
の
塗
布
補
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

総
務
課
長　
損

傷
状
況
も
異
な

る
た
め
消
防
台
帳
を
確

認
し
、
状
況
写
真
を
整

理
し
て
評
価
し
、
必
要

な
修
繕
を
進
め
ま
す
。

防
火
水
槽
等
の

防
火
水
槽
等
の

表
示
板
の
整
備

表
示
板
の
整
備

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

い
ま
す
。

問問問問

答答

答答

横断歩道と停止線の消えた道路

一
般
質
問

交通安全対策は
安全な榛東村に

小
こ

板
いた

橋
ばし

　尚
ひさし

議 員

毎
年
９
月
に
行

毎
年
９
月
に
行

わ
れ
る
高
齢
者

わ
れ
る
高
齢
者

へ
の
敬
老
祝
い
金
に
つ

へ
の
敬
老
祝
い
金
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

１
月
か
ら
12
月

ま
で
に
満
80
歳
に
な
る

方
に
６
千
円
、
85
歳
で

１
万
円
、
90
歳
で
２
万

円
、
95
歳
で
３
万
円
、

１
０
０
歳
以
上
の
方
に

は
５
万
円
を
支
給
し
て

い
ま
す
。祝

儀
対
象
者
へ

祝
儀
対
象
者
へ

の
お
祝
い
は
、

の
お
祝
い
は
、

他
に
何
か
行
っ
て
い
ま

他
に
何
か
行
っ
て
い
ま

し
た
か
。

し
た
か
。

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

昨
年
ま
で
は
91

歳
か
ら
94
歳
の
方
、
96

歳
か
ら
99
歳
の
方
々
に

お
祝
い
品
を
贈
っ
て
い

ま
し
た
。お

祝
い
品
を
廃

お
祝
い
品
を
廃

止
し
た
理
由
を

止
し
た
理
由
を

伺
い
ま
す
。

伺
い
ま
す
。

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

高
齢
者
の
人
口

が
増
加
し
て
き
て
い
る

の
で
、
支
給
総
額
を
抑

え
て
事
業
の
継
続
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
館
の

ふ
れ
あ
い
館
の

利
用
状
況
と
コ

利
用
状
況
と
コ

ロ
ナ
が
５
類
に
な
っ
て

ロ
ナ
が
５
類
に
な
っ
て

か
ら
ど
の
よ
う
な
変
化

か
ら
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
り
ま
し
た
か
。

が
あ
り
ま
し
た
か
。

住
民
生
活
課
長

住
民
生
活
課
長

本
年
５
月
８
日

に
コ
ロ
ナ
感
染
症
法
上

「
５
類
」
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
以
来
、
利
用
者

数
、
売
上
額
と
も
に
増

加
し
、
お
客
さ
ま
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

来
年
の
夏
季
は

来
年
の
夏
季
は

2121
時
ま
で
の
営

時
ま
で
の
営

業
を
再
開
し
ま
す
か
。

業
を
再
開
し
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

住
民
生
活
課
長

感
染
症
収
束
、

燃
料
光
熱
費
、
人
件
費

節
約
等
を
考
慮
し
て
開

館
時
間
の
延
長
を
指
定

管
理
者
と
協
議
し
判
断

し
ま
す
。大

浴
場
の
洗
い

大
浴
場
の
洗
い

場
、
給
湯
施
設

場
、
給
湯
施
設

の
整
備
状
況
は
ど
う

の
整
備
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

な
っ
て
い
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

住
民
生
活
課
長

修
繕
に
つ
い
て

は
、
平
成
７
年
の
開
館

以
来
、
床
下
の
配
管
全

体
の
老
朽
化
が
進
み
、

破
損
個
所
を
修
繕
す
る

に
は
全
面
的
な
改
修
工

事
が
必
要
で
す
。
燃
料

光
熱
費
の
高
騰
、
人
件

費
の
節
約
な
ど
の
観
点

か
ら
、
し
ば
ら
く
は
現

状
の
営
業
を
続
け
ま
す
。

問問問問

問問

問問

問問答答

答答

道
路
標
示

安
全
対
策

ふ
れ
あ
い
館

敬
老
の
お
祝
い

答答

答答

答答

答答 問問
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消
防
団
活
動

消
防
団
活
動

は
家
族
に
も
大

は
家
族
に
も
大

き
な
負
担
が
か
か
り
ま

き
な
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
緊
急
出
動
時
に
は

す
。
緊
急
出
動
時
に
は

出
動
手
当
の
他
に
、
家

出
動
手
当
の
他
に
、
家

族
手
当
も
支
給
し
て
、

族
手
当
も
支
給
し
て
、

家
族
の
一
層
の
理
解
と

家
族
の
一
層
の
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
き
、
団

協
力
を
い
た
だ
き
、
団

員
確
保
に
も
繋
げ
ら
れ

員
確
保
に
も
繋
げ
ら
れ

る
検
討
を
し
て
は
ど
う

る
検
討
を
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

で
す
か
。村

長
村
長　
提
案
い

た
だ
い
た
内
容

と
は
別
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
、
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

総
務
課
長
よ
り
答
弁
さ

せ
ま
す
。総

務
課
長

総
務
課
長　
村

長
よ
り
消
防
団

員
証
交
付
の
指
示
が
あ

り
ま
し
た
。
「
ぐ
ん
ま

消
防
団
応
援
の
店
」
で
、

団
員
証
を
提
示
す
る
と

特
典
が
利
用
で
き
る
の

で
、
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最新鋭のはしご車

一
般
質
問�

答答

答答

消防団の緊急出動に家族手当を
別な方法も考えている

生
うぶ

方
かた

　勇
ゆう

二
じ

議 員

働
き
方
改
革

職
員
体
制
も
含
め
て

�

働
き
方
改
革
を

福祉

週
休
３
日
制
の

週
休
３
日
制
の

試
行
を
前
橋

試
行
を
前
橋

市
な
ど
が
始
め
ま
し
た

市
な
ど
が
始
め
ま
し
た

が
、
村
で
も
導
入
に
向

が
、
村
で
も
導
入
に
向

け
て
検
討
す
る
考
え
が

け
て
検
討
す
る
考
え
が

あ
り
ま
す
か
。

あ
り
ま
す
か
。

副
村
長

副
村
長　
働
き

方
改
革
の
推
進

は
大
変
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
週
休
３

日
制
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
近
隣
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
慎

重
に
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
村
民

充
実
し
た
村
民

サ
ー
ビ
ス
に
向

サ
ー
ビ
ス
に
向

け
て
、
今
後
ど
の
よ
う

け
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
体
制
づ
く
り
を
し
て

な
体
制
づ
く
り
を
し
て

い
き
ま
す
か
。

い
き
ま
す
か
。

副
村
長

副
村
長　
村
長

の
公
約
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
職
員

一
人
ひ
と
り
の
能
力
を

十
分
に
発
揮
す
る
組
織

体
制
の
整
備
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
村
民
か
ら
頼
り
に
さ

れ
る
役
場
、
信
頼
さ
れ

る
役
場
職
員
を
目
指
し

て
、
改
革
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

消
防
団
員
緊
急
出
動
に

�
家
族
手
当
支
給
の
検
討
を

消防問問　
ぐ
ん
ま
消
防
団
応
援
の
店
と
は

ぐ
ん
ま
消
防
団
応
援
の
店
と
は
…
飲
食
店
を
中
心
に
、

金
融
・
娯
楽
・
旅
館
宿
泊
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
や
、
食

料
・
衣
料
・
日
用
雑
貨
等
の
販
売
店
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
、
各
店
舗
独
自
の
全
国
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
（
割
引
、

景
品
な
ど
）
を
提
供
し
て
い
ま
す
。　

消
防
団
員

防
犯
灯

児
童
館

設
置
費
用
と
維

設
置
費
用
と
維

持
管
理
費
は
か

持
管
理
費
は
か

か
り
ま
す
が
、
帰
宅
が

か
り
ま
す
が
、
帰
宅
が

夕
暮
れ
に
な
る
中
学
生

夕
暮
れ
に
な
る
中
学
生

の
通
学
路
を
中
心
に
、

の
通
学
路
を
中
心
に
、

危
険
な
個
所
に
増
設
を

危
険
な
個
所
に
増
設
を

検
討
で
き
ま
せ
ん
か
。

検
討
で
き
ま
せ
ん
か
。

総
務
課
長

総
務
課
長　
中

学
生
は
指
定
通

学
路
が
あ
り
ま
せ
ん
。

中
学
校
と
連
携
し
な
が

ら
中
学
生
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
な
ど
し

て
、
必
要
な
対
応
を
取

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

答答

危
険
な
個
所
を
優
先
に

�

防
犯
灯
の
増
設
を

安全問問
長
岡
地
区
に
あ

長
岡
地
区
に
あ

る
児
童
館
は
老

る
児
童
館
は
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
防
災
中
枢
機
能
施

が
、
防
災
中
枢
機
能
施

設
の
公
民
館
に
機
能
を

設
の
公
民
館
に
機
能
を

移
す
検
討
を
し
て
は
ど

移
す
検
討
を
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

う
で
す
か
。

村
長
村
長　
こ
の
施

設
の
役
割
を
検

討
し
て
い
る
段
階
で

す
。
現
在
の
児
童
館
と

同
じ
よ
う
な
機
能
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
か

包
括
的
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
児
童
館
の

�

移
転
の
検
討
を

子育て

答答

問問
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地域おこし協力隊と共に活性化（写真はみどり市提供）

一
般
質
問

地域おこし協力隊の導入は
積極的に活用したい

波
は

多
た

野
の

佐
さ

和
わ

子
こ

議 員

地
域
活
性
化

マ
ニ
ュ
ア
ル

女
性
活
躍

女
性
活
躍
推
進
は

社会

女

性

も
含

め

女

性

も
含

め

た
、
向
上
心
あ

た
、
向
上
心
あ

る
住
民
が
資
格
取
得
や

る
住
民
が
資
格
取
得
や

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

の
受
講
費
用
な
ど
の
一

の
受
講
費
用
な
ど
の
一

部
補
助
、
ま
た
は
条
件

部
補
助
、
ま
た
は
条
件

付
き
奨
学
金
制
度
の
導

付
き
奨
学
金
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
村
の
考
え

入
に
つ
い
て
村
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長

住
民
生
活
課
長

現
状
で
は
い
ろ

い
ろ
と
不
確
定
な
部
分

が
多
い
た
め
、
直
ち
に

補
助
金
の
創
設
は
難
し

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
群

馬
県
で
は
看
護
師
等
就

学
金
貸
与
制
度
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
は
ハ
ロ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
職
業
訓

練
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
を

対
象
に
資
格
取
得
に
必

要
な
資
金
が
無
利
子
で

貸
し
付
け
さ
れ
る
制
度

も
あ
り
ま
す
。

問問答答

新
型
コ
ロ
ナ
の

新
型
コ
ロ
ナ
の

よ
う
な
感
染
症

よ
う
な
感
染
症

が

「
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

が

「
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
は
い
つ
起
き
る
か
わ

ク
は
い
つ
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
」
と
い
わ
れ

か
ら
な
い
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
コ

て
い
ま
す
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
期
で
学
ん
だ
こ
と

ロ
ナ
期
で
学
ん
だ
こ
と

を
次
に
役
立
て
る
た
め

を
次
に
役
立
て
る
た
め

に
も
記
録
を
残
し
て
お

に
も
記
録
を
残
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

残
し
て
お
き
た
い
、
伝

残
し
て
お
き
た
い
、
伝

え
て
お
き
た
い
事
例
な

え
て
お
き
た
い
事
例
な

ど
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

ど
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
は
大
勢
の
ス

タ
ッ
フ
が
交
代
で
従
事

す
る
た
め
、
流
れ
や
役

割
、
配
置
図
、
こ
れ
ら

を
準
備
し
、
接
種
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意

見
、
役
場
で
考
え
た
改

善
点
等
は
整
理
し
て
残

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
委
員
会
事

教
育
委
員
会
事

務
局
長

務
局
長　
教
育

活
動
を
進
め
て
い
く
な

か
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
日
々
生
じ
た
こ

と
、
手
探
り
の
な
か
進

め
て
き
た
こ
と
、
個
々

の
事
例
を
踏
ま
え
、
そ

の
都
度
修
正
を
行
っ
た

こ
と
な
ど
を
最
新
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
し
て
整
理
し
て

デ
ー
タ
化
し
て
保
存
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答答

答答

コ
ロ
ナ
期
の
教
訓
を
踏
ま
え
た

�

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
は

教訓問問

地
域
活
性
化
は

活性

地
域
外
の
人
材

地
域
外
の
人
材

を
積
極
的
に
受

を
積
極
的
に
受

け
入
れ
、
地
域
活
動
を

け
入
れ
、
地
域
活
動
を

行
っ
て
も
ら
い
、
定
住

行
っ
て
も
ら
い
、
定
住

定
着
を
図
る

定
着
を
図
る

地
域
お

地
域
お

こ
し
協
力
隊

こ
し
協
力
隊
制
度
の
導

制
度
の
導

入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

国
か
ら
隊
員
の

活
動
に
要
す
る
経
費
と

し
て
一
人
当
た
り
４
８

０
万
円
を
上
限
と
し
て

財
政
措
置
が
あ
り
ま

す
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
積
極
的
に
活
用
し

た
い
の
で
関
係
部
署
と

連
携
し
て
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

地

域

の
経

済

地

域

の
経

済

や

コ

ミ

ュ
ニ

や

コ

ミ

ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
寄

テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
デ
ジ
タ
ル
地
域

与
す
る
デ
ジ
タ
ル
地
域

通
貨
の
導
入
の
考
え
は

通
貨
の
導
入
の
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

あ
り
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

近
隣
市
町
村
の

状
況
や
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
研
究
し
て
い
き

ま
す
。

問問

答答 問問

答答

地域おこし協力隊とは…地域の住民と協力しながら、地域の魅力を再発見し、活気を取り戻すた
めの貴重な存在です。
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防災中枢機能施設の多目的ホール
（イメージ図）

一
般
質
問

齊
さい

藤
とう

　将
まさ

史
し

議 員

住宅ローン減税の告知を
きめ細かい住民サービスを行う

不
法
投
棄
と
防
災
は

防災

Ｅ
Ｖ

（
電
気
自

Ｅ
Ｖ

（
電
気
自

動
車
）
の
バ
ッ

動
車
）
の
バ
ッ

テ
リ
ー
発
火
、
爆
発
事

テ
リ
ー
発
火
、
爆
発
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す

故
が
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
村
の
不
法
投
棄
の

が
、
村
の
不
法
投
棄
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

ま
す
か
。住

民
生
活
課
長

住
民
生
活
課
長

Ｅ
Ｖ
バ
ッ
テ

リ
ー
の
不
法
投
棄
は
、

現
在
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

万
が
一
、
Ｅ
Ｖ

万
が
一
、
Ｅ
Ｖ

バ
ッ
テ
リ
ー
起

バ
ッ
テ
リ
ー
起

因
の
火
災
が
発
生
し
た

因
の
火
災
が
発
生
し
た

場
合
の
地
元
消
防
署
、

場
合
の
地
元
消
防
署
、

消
防
団
の
装
備
の
状
況

消
防
団
の
装
備
の
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

い
ま
す
か
。

総
務
課
長

総
務
課
長　　
化

学
消
火
剤
と
大

量
の
水
で
火
災
を
消
火

し
ま
す
。
ま
た
、
バ
ッ

テ
リ
ー
に
よ
る
感
電
防

止
用
装
備
は
消
防
署
に

は
あ
り
ま
す
が
、
消
防

団
の
装
備
に
な
い
の
が

現
状
で
す
。

Ｅ

Ｖ

バ

ッ
テ

Ｅ

Ｖ

バ

ッ
テ

リ
ー
火
災
が
発

リ
ー
火
災
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
、

生
し
た
場
合
の
対
応
、

対
処
法
の
村
民
へ
の
告

対
処
法
の
村
民
へ
の
告

知
を
ど
の
よ
う
に
し
ま

知
を
ど
の
よ
う
に
し
ま

す
か
。

す
か
。

総
務
課
長

総
務
課
長　
不

法
投
棄
の
バ
ッ

テ
リ
ー
に
よ
る
火
災
に

つ
い
て
は
、
村
で
発

生
し
て
い
な
い
た
め
、

過
っ
た
情
報
を
受
け
取

ら
れ
な
い
よ
う
に
対
処

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
春
・
秋
の

火
災
防
止
の
ビ
ラ
配

り
、
火
災
繫
忙
期
前
の

注
意
喚
起
、
消
防
団
の

夜
警
や
巡
回
等
で
の
注

意
喚
起
を
現
在
行
っ
て

い
ま
す
。

問問

問問答答

答答

写真未入稿

公
共
建
築
物
等

�

木
材
使
用
推
進
法
に
関
し
て

施設

防
災
中
枢
機
能

防
災
中
枢
機
能

施
設
の
建
設
に

施
設
の
建
設
に

使
用
さ
れ
る
木
材
は
ど

使
用
さ
れ
る
木
材
は
ど

の
程
度
の
量
で
す
か
。

の
程
度
の
量
で
す
か
。

教
育
委
員
会
事

教
育
委
員
会
事

務
局
長

務
局
長　
主
要

構
造
部
は
耐
火
要
求
の

不
燃
化
を
図
り
な
が

ら
、
多
目
的
ホ
ー
ル
壁

面
や
共
用
部
の
廊
下
の

ベ
ン
チ
等
で
木
材
を
多

用
す
る
予
定
で
す
。

問問

答答

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
は

生活

令
和
５
年
度
の

令
和
５
年
度
の

住
宅
ロ
ー
ン
減

住
宅
ロ
ー
ン
減

税
に
つ
い
て
の
住
民
へ

税
に
つ
い
て
の
住
民
へ

の
告
知
を
ど
の
よ
う
に

の
告
知
を
ど
の
よ
う
に

行
い
ま
す
か
。

行
い
ま
す
か
。

税
務
課
長

税
務
課
長　
国

税
で
あ
る
所
得

税
に
お
い
て
控
除
し
き

れ
な
か
っ
た
額
を
、
控

除
限
度
額
の
範
囲
内
で

個
人
住
民
税
か
ら
控
除

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
特
化
し
た
周
知

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
新
築
住
宅
の

家
屋
評
価
で
訪
問
し
た

際
に
、
税
務
課
職
員
か

ら
減
税
制
度
に
つ
い
て

概
要
説
明
を
行
い
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て

い
ま
す
。

問問答答

令
和
５
年
度
の

令
和
５
年
度
の

補
助
金
の
内
容

補
助
金
の
内
容

に
つ
い
て
、
住
民
へ
の

に
つ
い
て
、
住
民
へ
の

告
知
と
地
元
建
築
業
者

告
知
と
地
元
建
築
業
者

及
び
そ
の
関
連
業
者
と

及
び
そ
の
関
連
業
者
と

の
補
助
金
申
請
に
対
す

の
補
助
金
申
請
に
対
す

る
連
携
は
ど
の
よ
う
に

る
連
携
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

な
っ
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

村
の
事
業
（
国

交
省
、
経
産
省
、
環
境

省
の
補
助
金
）
で
は
な

い
た
め
、
特
別
告
知
や

業
者
と
の
連
携
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。（
各
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
あ
り
）

答答

新
築
住
宅
・

　
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
補
助
金
は

生活問問

答答問問

住
宅
ロ
ー
ン

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

木
材
使
用
推
進
法

防
災
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しんとうむら

日
々
活
動
し
て

日
々
活
動
し
て

い
る
消
防
団
や

い
る
消
防
団
や

地
域
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

地
域
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
そ
の
他
の
地

ア
活
動
、
そ
の
他
の
地

域
交
流
の
利
用
に
つ
い

域
交
流
の
利
用
に
つ
い

て
、
村
所
有
バ
ス
な
ど

て
、
村
所
有
バ
ス
な
ど

の
公
用
車
が
空
い
て
い

の
公
用
車
が
空
い
て
い

る
日
に
貸
出
し
で
き
る

る
日
に
貸
出
し
で
き
る

よ
う
に
、
貸
出
し
制
度

よ
う
に
、
貸
出
し
制
度

を
整
備
し
て
は
い
か
が

を
整
備
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。

で
す
か
。

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

村
で
は
公
用
車

貸
出
し
に
関
す
る
条
例

や
規
則
等
は
な
く
、
貸

出
し
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
近
隣
で
は
、
群
馬

県
や
長
野
原
町
が
公
用

車
を
休
日
に
一
般
に
貸

し
出
す
カ
ー
シ
ェ
ア
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
動
向
を
注
視

し
、
研
究
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

須
す

田
だ

　仁
ひと

美
み

議 員

バスなど公用車の貸出しは
県内の動向を注視して研究

有
効
活
用

発
達
障
害
支
援

犯
罪
被
害
者
支
援

施
設
や
公
用
車
の

�

さ
ら
な
る
有
効
活
用
を

活用

個
性
を
補
い
合
い

�

認
め
合
う
村
づ
く
り
へ

教育

犯
罪
被
害
者
等
へ
の

�

村
の
支
援
は

条例

公用車の活用を

誰
で
も
集
ま
れ

誰
で
も
集
ま
れ

る

場

所

と
し

る

場

所

と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
開
放
し
、
子

ン
タ
ー
を
開
放
し
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
の
多
く
の
世
代
が
過

で
の
多
く
の
世
代
が
過

ご
せ
る
場
所
の
提
供
を

ご
せ
る
場
所
の
提
供
を

行
う
場
合
、
村
に
補

行
う
場
合
、
村
に
補

助
金
な
ど
の
支
援
策
を

助
金
な
ど
の
支
援
策
を

と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

総

務

課

長

総

務

課

長　

『
住
民
の
文
化

の
向
上
と
福
祉
の
増
進

を
図
り
、
教
養
と
娯
楽

の
場
を
提
供
し
、
ま
と

ま
り
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
す
る
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
』

と
い
う
条
例
に
基
づ

き
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
て
順
次
設
置
を
進

め
、老
朽
化
の
改
修
も
、

地
元
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
村
の
予
算
を
使

用
し
て
進
め
て
き
ま
し

た
。
地
域
の
住
民
の
た

め
に
積
極
的
に
活
用
を

し
て
い
た
だ
き
、
必
要

な
相
談
に
つ
い
て
は
い

つ
で
も
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

近
隣
自
治
体
で

近
隣
自
治
体
で

も
、
見
舞
金
制

も
、
見
舞
金
制

度
な
ど
の
創
設
等
、
犯

度
な
ど
の
創
設
等
、
犯

罪
被
害
者
支
援
の
条

罪
被
害
者
支
援
の
条

例
整
備
が
進
ん
で
い
ま

例
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
村
は
犯
罪
被
害
者

す
。
村
は
犯
罪
被
害
者

を
支
援
す
る
条
例
の
制

を
支
援
す
る
条
例
の
制

定
へ
の
考
え
は
あ
り
ま

定
へ
の
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

す
か
。

村
長
村
長　
村
で
も

条
例
を
制
定

し
、
犯
罪
被
害
者
等
支

援
の
社
会
的
機
運
を
高

め
、
地
域
全
体
で
犯
罪

被
害
者
を
孤
立
か
ら
防

ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係

機
関
と
連
携
協
力
し
た

支
援
を
行
う
体
制
を
構

築
し
て
い
こ
う
と
、
本

年
10
月
に
調
査
と
準
備

を
す
る
よ
う
に
指
示
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

小
中
学
校
で
の

小
中
学
校
で
の

発
達
障
害
へ
の

発
達
障
害
へ
の

支
援
体
制
は
ど
う
な
っ

支
援
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事

教
育
委
員
会
事

務
局
長

務
局
長　
通
常

学
級
に
在
籍
し
特
別
な

支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
に
は
教
科
指
導

の
教
員
と
共
に
学
習
指

導
支
援
員
を
、
特
別
支

援
学
級
で
は
特
別
支
援

教
育
支
援
員
を
配
置

し
、
自
立
や
学
力
保
障

に
向
け
た
き
め
細
や
か

な
指
導
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
特
性
や
発
達

の
状
況
等
に
応
じ
た
適

切
な
支
援
法
を
記
し
た

個
別
の
教
育
支
援
計
画

等
を
作
成
し
、
教
員
間

で
情
報
共
有
し
て
進
級

進
学
時
に
引
き
継
ぎ

し
、
継
続
的
計
画
的
に

指
導
支
援
が
行
え
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

問問

問問

問問 問問

答答

答答 答答

答答



142024.1

村
在
住
の
外
国

村
在
住
の
外
国

人
の
子
ど
も
に

人
の
子
ど
も
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

学
校
の
受
け
入
れ
態
勢

学
校
の
受
け
入
れ
態
勢

を
作
っ
て
い
ま
す
か
。

を
作
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事

教
育
委
員
会
事

務

局

長

務

局

長　

現

在
、
幼
稚
園
・
小
中
学

合
わ
せ
14
名
で
す
。
日

本
国
籍
の
子
ど
も
同
様

に
住
民
票
に
基
づ
い
て

学
校
指
定
を
行
い
、
通

園
通
学
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
特
別
の

事
情
が
あ
る
場
合
に
は

個
別
の
事
情
等
を
考
慮

し
な
が
ら
県
教
育
委
員

会
と
確
認
の
上
、
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

外
国
人
子
ど
も
の

�

受
け
入
れ
態
勢
は

教育問問

日
本
語
を
話
す

日
本
語
を
話
す

こ
と
が
非
常
に

こ
と
が
非
常
に

困
難
な
場
合
の
対
応
は

困
難
な
場
合
の
対
応
は

ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事

教
育
委
員
会
事

務
局
長

務
局
長　
教
育

委
員
会
事
務
局
職
員
が

保
護
者
と
面
談
を
実
施

し
、
思
い
を
聞
き
取
り
、

就
学
・
就
園
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し
て
い
ま

す
。
学
校
生
活
に
な
じ

む
こ
と
に
困
難
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
、
事
務

局
の
職
員
が
一
定
期
間

一
対
一
で
指
導
を
行
う

日
本
語
初
期
指
導
教
室

を
実
施
し
、
日
本
の
学

校
生
活
に
必
要
な
基
本

的
生
活
習
慣
の
初
期
指

導
を
行
っ
た
上
で
就
学

を
進
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
国
籍
や
母
語

が
多
様
で
教
職
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

支
障
が
生
じ
る
現
状
も

実
際
に
は
あ
り
、
学
校

生
活
を
支
え
る
環
境
整

備
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

更
に
充
実
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
引
き
続
き
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

一
般
質
問

吉
よし

澤
ざわ

　浩
こう

一
いち

議 員

先進的村への第一歩は
多様性を受け入れ村の発展に寄与

外
国
人
の
受
け
入
れ

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

異文化を学ぶ

答答

答答

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

�
先
進
的
村
へ
の
第
一
歩

教育

学
校
教
育
の
中

学
校
教
育
の
中

で
外
国
人
の
子

で
外
国
人
の
子

ど
も
か
ら
学
び
、
日
本

ど
も
か
ら
学
び
、
日
本

文
化
も
伝
え
ら
れ
、
教

文
化
も
伝
え
ら
れ
、
教

育
等
育
等

異
文
化
コ
ミ
ュ

異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ん

が
進
ん

だ
村
に
な
り
、
そ
の
結

だ
村
に
な
り
、
そ
の
結

果
が
人
口
増
加
や
先
進

果
が
人
口
増
加
や
先
進

的
な
村
へ
と
変
化
で
き

的
な
村
へ
と
変
化
で
き

る
第
一
歩
で
は
な
い
か

る
第
一
歩
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
行
政
の

と
考
え
ま
す
。
行
政
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
事

教
育
委
員
会
事

務
局
長

務
局
長　
多
様

性
を
受
け
入
れ
る
心
情

や
心
構
え
が
相
互
に
自

然
と
芽
生
え
、
人
権
教

育
と
し
て
も
大
変
有
効

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ひ
い
て
は
村
の
発

展
に
寄
与
す
る
も
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

問問

答答

日
本
語
が
困
難
な

�

子
ど
も
の
場
合
は

教育問問
来
年
に
向
け

�

団
員
確
保
の
考
え
は

消防

消
防
団
員
確
保

消
防
団
員
確
保

の
来
年
度
の
考

の
来
年
度
の
考

え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長

総
務
課
長　
秋

季
点
検
後
、
消

防
団
入
団
の
問
合
せ
も

あ
り
ま
し
た
。
防
火
の

Ｐ
Ｒ
や
消
防
団
活
動
の

他
、
消
防
団
本
部
と
相

談
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
に
活
動
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

問問答答

消
防
団
員
確
保

　
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
…
文
化
的
背
景
な
ど

か
ら
、
価
値
観
の
異
な
る
他
者
と
交
流
し
、
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
で
す
。
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一
般
質
問

早
はや

坂
さか

　通
とおる

議 員

図書館の機能を備えた施設に
図書室の設備等を検討したい

図
書
館
サ
ー
ビ
ス

交
通
弱
者
対
策

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は

�

地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
は

図書

一
般
公
衆
の
利
用
に

一
般
公
衆
の
利
用
に

供
し
、
そ
の
教
養
、
調

供
し
、
そ
の
教
養
、
調

査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー

査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
に
資
す
る
こ

シ
ョ
ン
等
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
施
設

と
を
目
的
と
す
る
施
設

で
あ
る
〕
と
あ
り
ま
す
。

で
あ
る
〕
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
最
低
で
も
閲

す
る
と
、
最
低
で
も
閲

覧
室
、
会
議
室
、
読
み

覧
室
、
会
議
室
、
読
み

聞
か
せ
の
ス
ペ
ー
ス
が

聞
か
せ
の
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
と
思
い
ま
す
が
、

必
要
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

ま
す
か
。教

育
委
員
会
事

教
育
委
員
会
事

務
局
長

務
局
長　

村
の

南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
・
中
央
公
民
館
の

図
書
室
は
、
公
民
館
施

設
の
中
に
置
い
て
あ
る

図
書
の
施
設
で
、
図
書

館
法
の
規
定
に
該
当
す

る
施
設
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
図
書
室
が
生

涯
学
習
の
場
と
し
て
有

効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
、
設
備
等
に
つ
い
て

も
十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
は
、
大

図
書
館
は
、
大

人
や
学
生
、
小

人
や
学
生
、
小

さ
な
子
ど
も
に
と
っ
て

さ
な
子
ど
も
に
と
っ
て

も
大
事
な
と
こ
ろ
で

も
大
事
な
と
こ
ろ
で

す
。
絵
本
や
小
説
を
通

す
。
絵
本
や
小
説
を
通

し
て
、
想
像
力
を
養
え

し
て
、
想
像
力
を
養
え

ま
す
。
想
像
力
が
身

ま
す
。
想
像
力
が
身

に
つ
け
ば
、
他
人
を
思

に
つ
け
ば
、
他
人
を
思

い
や
る
気
持
ち
が
育
ま

い
や
る
気
持
ち
が
育
ま

れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
も
上
が
る
と
の
こ

ン
力
も
上
が
る
と
の
こ

と
で
す
。
少
々
の
財
政

と
で
す
。
少
々
の
財
政

負
担
が
あ
っ
て
も
、
前

負
担
が
あ
っ
て
も
、
前

向
き
に
検
討
し
て
も
ら

向
き
に
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
が

い
た
い
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

い
か
が
で
す
か
。

教
育
委
員
会
事

教
育
委
員
会
事

務
局
長

務
局
長　
現
状

で
は
、
２
つ
の
施
設
に

そ
れ
ぞ
れ
40
万
円
の
図

書
購
入
費
を
当
初
予
算

で
計
上
し
、
図
書
室
の

蔵
書
数
は
年
間
数
百
冊

ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

図
書
に
親
し
み
、
憩
う

場
と
し
て
、
図
書
室
の

環
境
整
備
は
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

こ
こ
数
年
で
電
子
書
籍

も
普
及
し
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
利
用
し
て
、

読
書
を
楽
し
む
人
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
時
代
に
合
っ
た

蔵
書
や
設
備
な
ど
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問問

答答

答答

図書室がある南部コミセン

図
書
室
は
、
南

図
書
室
は
、
南

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
統
合
す
る

セ
ン
タ
ー
に
統
合
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

現
在
の
図
書
室
で
は
狭

現
在
の
図
書
室
で
は
狭

い
の
で
、
広
く
す
る
必

い
の
で
、
広
く
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

が
い
か
が
で
す
か
。

教
育
長

教
育
長　
南
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
図
書
室
に
つ

き
ま
し
て
は
、
蔵
書
及

び
利
用
者
数
を
考
え
る

と
現
状
は
適
切
な
広
さ

と
考
え
ま
す
が
、
中
央

公
民
館
と
合
わ
せ
る
と

収
納
が
困
難
に
な
る
と

思
う
の
で
、
今
後
、
蔵

書
の
有
効
活
用
等
、
環

境
整
備
を
含
め
て
総
合

的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
本
図
書
館
協

日
本
図
書
館
協

会
の
資
料
に
お

会
の
資
料
に
お

い
て
、
〔
公
立
図
書
館

い
て
、
〔
公
立
図
書
館

は
、
図
書
館
法
に
基
づ

は
、
図
書
館
法
に
基
づ

い
て
地
方
公
共
団
体
が

い
て
地
方
公
共
団
体
が

設
置
す
る
図
書
館
で
あ

設
置
す
る
図
書
館
で
あ

り
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

り
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
こ
と
は
地

を
実
施
す
る
こ
と
は
地

方
公
共
団
体
の
責
務
で

方
公
共
団
体
の
責
務
で

あ
る
〕
と
書
か
れ
て
い

あ
る
〕
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
図
書
館

ま
す
。
ま
た
、
図
書
館

法
で
は

〔
図
書
館
と
は

法
で
は

〔
図
書
館
と
は

図
書
、
記
録
そ
の
他
必

図
書
、
記
録
そ
の
他
必

要
な
資
料
を
収
集
し
、

要
な
資
料
を
収
集
し
、

整
理
し
、
保
存
し
て
、

整
理
し
、
保
存
し
て
、

問問

問問

答答

村
の
交
通
弱
者

村
の
交
通
弱
者

対
策
計
画
に
前

対
策
計
画
に
前

進
は
あ
り
ま
す
か
。

進
は
あ
り
ま
す
か
。

村
長
村
長　
本
年
第

３
回
定
例
会
の

補
正
予
算
で
、
公
共
交

通
に
関
す
る
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
経

費
に
つ
い
て
議
会
で
可

決
い
た
だ
き
、
今
後
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
を

行
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で

す
。
重
要
な
課
題
と
捉

え
て
お
り
ま
す
の
で
、

村
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共

交
通
の
在
り
方
を
引
き

続
き
探
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

答答
交
通
弱
者
対
策
計
画
に
前
進
は

交通問問
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委員会活動レポ－ト委員会活動レポ－ト

閉会中に調査します
●公園、創造の森の活用について
●農業の活性化について
●自然災害等の対応について
●有害鳥獣対策に関すること
●防災中枢機能施設整備事業について
●その他本委員会の所管に関すること

閉会中に調査します
●待機児童（保育所・学童保育所）に
　ついて
●学校給食について
●防災中枢機能施設整備事業について
●学校でのＩＣＴ活用について

　

11
月
16
日
に
閉
会
中
の
継
続
調
査
と

な
っ
て
い
る
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

つ
い
て
、
榛
東
中
学
校
の
取
り
組
み
の
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
っ
た
授
業
を
見
学
し
「
し
ん
と

う
づ
く
し
の
日
」
の
給
食
も
試
食
し
ま
し

た
。
ま
た
、
来
年
度
開
所
予
定
で
あ
る
、

ひ
こ
ば
え
保
育
園
の
園
児
募
集
状
況
の
説

明
を
聞
き
、建
設
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
11
月
15
日
に
ふ
る
さ
と
公
園
・
し
ん
と

う
ワ
イ
ナ
リ
ー
・
創
造
の
森
の
利
用
状
況

と
現
状
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
老
朽
化
に
伴
っ
て
整
備
の
必
要
が

あ
る
施
設
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
27
日
に
は
、
前
駐
屯
地
司

令
の
案
内
に
よ
り
、
自
衛
隊
内
の
施
設
の

状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。
特
に
倉
庫
の
老

朽
化
に
つ
い
て
、
早
急
な
整
備
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
が
分
か
り
ま
し
た
。

 

（
Ｐ
６
参
照
）

総務産業建設常任委員会

村内の施設・
自衛隊の施設を視察

11/15 11/27 12/5

文教厚生常任委員会

中学校・ひこばえ保育園を
� 視察研修

11/16 12/6

よく見て よく聞き よく考える

しんとうワイナリーの醸造施設しんとうワイナリーの醸造施設

授業風景授業風景

バッテリーカーバッテリーカー

しんとうづくししんとうづくし
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閉会中に調査します
●議会だよりの編集について
●議会のホームページの掲載事項に関
　すること

　
11
月
８
日
に
第
２
回
議
会
だ
よ
り
モ
ニ

タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
会
だ
よ

り
１
０
３
号
・
１
０
４
号
を
用
い
て
、
モ

ニ
タ
ー
の
意
見
や
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
反
映
し
た
箇
所
の
説

明
、
ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
決
ま
っ
た

形
を
保
ち
続
け
る
こ
と
で
、
村
民
に
対
し

て
信
頼
性
と
安
心
感
を
提
供
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。
好
評
の
「
聞
い

て
く
ん
な
い
、
村
民
の
声
」
に
登
場
し
て

く
れ
る
方
の
紹
介
、
議
会
だ
よ
り
に
掲
載

す
る
情
報
提
供
、
特
別
企
画
の
提
案
な
ど

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
議
会
だ

よ
り
の
編
集
が
議
員
の
手
作
り
と
知
り
、

び
っ
く
り
し
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

よく見て よく聞き よく考える

議会広報常任委員会

和やかな雰囲気で行われた
議会だよりモニター会議

12/7 12/27 1/4 1/9 1/11編集作業

11/8 11/21 11/22委 員 会

R6

モニター会議モニター会議

閉会中に調査します
●議会の運営に関すること
●オンラインでの委員会開催に関すること
●家庭との両立に関する環境整備に関
　すること
●榛東村議会の情報公開制度の調査研
　究に関すること

　
第
４
回
定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て
決
定

し
、
定
例
会
閉
会
後
に
は
次
に
生
か
す
た

め
に
検
証
を
行
い
ま
し
た
。検
証
の
中
で
、

委
員
会
審
議
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
質

問
内
容
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
事
前
に

執
行
側
に
伝
え
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で

き
る
よ
う
に
す
る
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
事
前
質
問
通
知
に
つ
い
て
は
事
務
局

で
精
査
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

議会運営委員会

定例会などの運営を協議

10/19 11/17 12/12
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研修レポート
町村議会議員研修編

北群馬郡町村議会　議員研修会
　　　　　　場所：榛東村南部コミュニティセンター10/17

「地方議会の制度と運営について」
群馬県町村議会議長会課長　亀田　環氏

たまきかめ だ

上智大学法学部教授　三浦　まり氏
み うら

　地域を活性化するためには、指導者が活性化のための強い信念を持ち
続けることが必要であり、部下職員はその姿を見ることにより、自然と
地域活性化の土壌が醸成されていきます。その際に、地方公共団体や地
元のマスメディア・インターネットをうまく活用することが必要です。ま
た、テレビドラマのロケ地の誘致など積極的に行うことにより、地域活
性化が図られ、さらに経済効果も期待できます。マスメディアとの良好
な関係性の構築が地域活性化のカギとなることを学びました。（飯塚久夫）

群馬県町村議会　議員研修　場所：吉岡町文化センター
11/2

「地方議員における
　 議会の目指すべき多様性とは」
 　　～議会ハラスメントの現状と対策～
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「地方議員における
　 議会の目指すべき多様性とは」
 　　～議会ハラスメントの現状と対策～

　地方議会は住民による直接選挙で首長と議員
を選ぶ二元代表制をとり、議員定数は各自治体
の条例で定められています。令和４年７月１日
現在、県内議員数２７０人の内訳は男性２４４

人、女性２６人です。男女平等に向けた取り組
みは少しずつ広がるものの、地方議会全体に占
める女性議員はまだ半数には程遠いと感じまし
た。また、議会だよりに本会議の流れを分かり
やすく村民に伝えられる方法を考えていきたい
と思いました。　　　　　　　（波多野佐和子）

「地域活性化とテレビ」「地域活性化とテレビ」

　日本の議会における女性議員の割合は、諸外国と比較すると極めて低
い水準にあります。その中でハラスメント対策は、議員一人一人の資質
の向上においてかかせないものになっています。日常会話の内容や行動
においても各種ハラスメントに無意識無自覚のうちに行われている場合
があります。各種ハラスメントを根絶するためには、性差にとらわれず
一人一人の多様性をあるがままに受け止め、自分自身の言動を振り返る
時間を確保することの必要性を感じました。　　　　　　　（飯塚久夫）

元ＮＨＫ政治部記者・
元ＮＨＫ会長秘書　　

三浦　元氏
み うら はじめ

議会広報常任委員会編

群馬県町村議会　広報研修会　　場所：群馬県町村会館
11/21

「議会広報の基本と編集」「議会広報の基本と編集」

　「議会だより」発行の意義・目的を
明確にし、住民参加を促すために、
どんなにすばらしい議会活動も、そ
れを住民が知らなければ、評価はな
きに等しいことを再認識しました。
住民に議会活動が伝わるまでが「議
会だより」の役目とし、これからも
議会の見える化＆住民との信頼関係
を築いていくことが大事であると学
びました。　　　　　　　（善養寺孝）

「広報クリニック」
群馬県町村議会　議会広報研修会 　場所：群馬県町村会館

11/22

　クリニック（診断）を希望した県
内の４町村（榛東・吉岡・玉村・千代田）
の議会だよりを先生に点検していた
だき、それぞれの議会だよりの優れ
た所や改善課題を学び合いました。
本村議会だよりは、企画力や編集ス
キルが高水準で読みやすく、伝わる
広報であるとお褒めの言葉をいただ
くとともに、住民コメントを各ペー
ジに増やすなどして、住民と議会を
結ぶ更なる工夫をするという課題も
いただきました。この研修を今後の
編集活動に活かして、ステップアッ
プを目指していきます。　（須田仁美）

議会広報サポート　芳野　政明氏議会広報サポート　芳野　政明氏
よし の まさあき

議会広報サポート　芳野　政明氏
よし の まさあき
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研修レポート
町村議会議員研修編
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があります。各種ハラスメントを根絶するためには、性差にとらわれず
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航空自衛隊芦屋基地　視察研修　　場所：航空自衛隊芦屋基地

「国民を守るために日々訓練」

芦屋町議会　訪問
　　　　　　　　場所：芦屋町役場

「芦屋町議会を表敬訪問」「芦屋町議会を表敬訪問」

　村にある陸上自衛隊第１２旅団には、ヘリ
コプター隊が配備されていることから、救難
ヘリや国を守る戦闘機のパイロットを養成す
る航空自衛隊芦屋基地を研修先に選定しまし
た。第３術科学校総務課長から基地の沿革等
について説明を受け、さらに戦闘機（練習機）
及び救難航空機の実機を視察し、訓練等の説
明を受けました。　　　　　　　 （吉澤浩一）

あし や まち

あし や

　本村と同じく自衛隊基地を有する芦屋町
は、昨年９月２７日に議会広報常任委員会
の皆さまが本村へ視察研修にお越しいただ
いたばかりです。芦屋基地視察後に表敬訪
問を行い、芦屋町の沿革及び産業と観光の
現況等について丁寧に説
明いただき、さらなる友
好を深めました。 

（吉澤浩一）

おんがみらいテラス　視察研修　　場所：遠賀町

12/18

防災機能を兼ね備えた憩いの場『おんがみらいテラス』防災機能を兼ね備えた憩いの場『おんがみらいテラス』

　交付金を活用して建設された防災機能付きの施設
があると聞き、福岡県の遠賀町へ視察研修に行きま
した。町の農商工と連携した販売やカフェもある誰
もがふらっと立ち寄れる『ふらっとエリア』や私語
厳禁で勉強や仕事に集中できるスペース、大きな
ホールを借りてイベントなどができる『わいわいエ
リア』がありました。地域子育て支援ひろば『すく
すくエリア』にはユニバーサルデザイン複合遊具が
あり、未就学児と保護者が無料で自由に遊べます。
保育士が常駐し、育児の不安や悩みも相談でき、３

時間までの一時預かりも行われていました。自衛隊
紹介ギャラリーは、自衛隊とのつながりの強さを感
じました。屋外テラスがとても開放的でした。学ん
だことを本村で建設中の防災機能付き複合施設の運
用に役立て、多くの村民のニーズに応えられる施設
となるようにしていきたいと思います。

（須田仁美）

防災備蓄倉庫を兼ね備えた町内産１００％で
　　　　　　　　　 米飯給食を提供する学校給食センター

食育交流・防災センター　視察研修　　場所：遠賀町

　交付金を活用して建てた遠賀町の学校給食
センターで減農薬・減化学肥料の町内産の米
が週４日提供され、町内産の野菜を多く取り
入れるしくみ等を研修しました。また、併設
された防災備蓄倉庫では、豊富な備蓄品目と
数量の多さ、見てすぐわかる整理された並べ
方などを視察させて頂き、災害時の対応など
を学びました。町職員や町議の方々に各施設
に同行して案内していただき、私たちの質問
に一つ一つ親切丁寧に答えていただいたとて
も充実した視察研修でした。　　（須田仁美）

おん がちょう

おん がちょう

に行き ま した

議会だより
104号22ページ
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芦屋町議会　訪問
　　　　　　　　場所：芦屋町役場
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る航空自衛隊芦屋基地を研修先に選定しまし
た。第３術科学校総務課長から基地の沿革等
について説明を受け、さらに戦闘機（練習機）
及び救難航空機の実機を視察し、訓練等の説
明を受けました。　　　　　　　 （吉澤浩一）
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は、昨年９月２７日に議会広報常任委員会
の皆さまが本村へ視察研修にお越しいただ
いたばかりです。芦屋基地視察後に表敬訪
問を行い、芦屋町の沿革及び産業と観光の
現況等について丁寧に説
明いただき、さらなる友
好を深めました。 

（吉澤浩一）
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防災機能を兼ね備えた憩いの場『おんがみらいテラス』防災機能を兼ね備えた憩いの場『おんがみらいテラス』

　交付金を活用して建設された防災機能付きの施設
があると聞き、福岡県の遠賀町へ視察研修に行きま
した。町の農商工と連携した販売やカフェもある誰
もがふらっと立ち寄れる『ふらっとエリア』や私語
厳禁で勉強や仕事に集中できるスペース、大きな
ホールを借りてイベントなどができる『わいわいエ
リア』がありました。地域子育て支援ひろば『すく
すくエリア』にはユニバーサルデザイン複合遊具が
あり、未就学児と保護者が無料で自由に遊べます。
保育士が常駐し、育児の不安や悩みも相談でき、３

時間までの一時預かりも行われていました。自衛隊
紹介ギャラリーは、自衛隊とのつながりの強さを感
じました。屋外テラスがとても開放的でした。学ん
だことを本村で建設中の防災機能付き複合施設の運
用に役立て、多くの村民のニーズに応えられる施設
となるようにしていきたいと思います。

（須田仁美）

防災備蓄倉庫を兼ね備えた町内産１００％で
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センターで減農薬・減化学肥料の町内産の米
が週４日提供され、町内産の野菜を多く取り
入れるしくみ等を研修しました。また、併設
された防災備蓄倉庫では、豊富な備蓄品目と
数量の多さ、見てすぐわかる整理された並べ
方などを視察させて頂き、災害時の対応など
を学びました。町職員や町議の方々に各施設
に同行して案内していただき、私たちの質問
に一つ一つ親切丁寧に答えていただいたとて
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福 岡県へ視察
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村
当
局
、
村
民
の
信

用
と
信
頼
を
損
な
う
記
事
と
な

り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
し
ん

と
う
む
ら
議
会
だ
よ
り
の
発
行

責
任
者
と
し
て
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
、
議
員
は
も
と
よ
り
議

会
広
報
常
任
委
員
会
委
員
と
と

も
に
、
正
し
い
情
報
の
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

榛
東
村
議
会

�
　

議
長　

生
方　

勇
二

今号の
表紙

希
望
が
天
を

�

舞
い
上
が
る
！

　

黙
と
う
か
ら
始
ま
っ

た
、今
年
の
ど
ん
ど
焼
き
。

一
気
に
燃
え
上
が
る
炎
は

ま
る
で
竜
の
よ
う
。
一
年

の
無
事
を
願
い
、
風
も
な

く
穏
や
か
な
良
き
日
に
感

謝
し
て
、
焼
い
た
ま
ゆ
玉

団
子
や
お
餅
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
炎
の
熱
で
赤
く

な
っ
た
ほ
っ
ぺ
が
可
愛
い

で
す
ね
。
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　みんなでつくる安心の村　 住民支え合いマップづくり

村の音楽会合同演奏（榛東中・第12音楽隊）

一人一芸 村民文化祭

力作の数々 人権パネル展

人権教育を学ぶ 香り立つ ろうばいの里 11区


